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安全運転お願いします．／　　　　　　　4月15日撮影
広渡小学校の児童会役員10名と、先生、父兄の約20名で、「春の交通安全運動」の最終日
遠賀バイパスの上で、コーヒーとちらし700人分を用意して安全運転をお願いしました。

人のうこきは龍警）
ノ＼　i「　　　13，631人（＋171）

男　　　　　6，568人（一十59）

女　　　　　　7，063人（ト112）

煙硝弓梁∴∴∴3，724声（＋40）

転∴∴入　287　　　転∴∴帥　117

（　生　13　　　死∴∴亡　12

（）肉は緬月　此

英　5　月　の税金＊

国民健康保険税（I期分）

5月1日～5月31日

あなたの役場です。　　電話（3）1234　番
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昭和55年度一般会計予算明細書
（単位：千円）　　　　　　　　　　　　　　　　歳

款　1李纂憲 ��　【 撃簑坤 �比　較 �％ 

1　町　　　　　　　　　税　　492，805 ��411，088 �81．717 �23．0 

2　地　方　護　卓　説 �18．000 �15，000 �3，000 �0．8 

3　娯楽施設利用説交付金 �23，000 �23．000 �0 �）1．1 

20，000 �17，000 �3．000 �0．9 

5　地　方　交　付　税 �530，000 �460．000 �70，000 �24．8 

6　交通安全対策特別交付金 �1．800 �1，500 �300 �0．1 

7　分担金及び負担金 �28198 � �6288 �13 

12，558 �10．973 �1．585 �0．6 

9　国　庫　支　出　金 �468，735 �210，985 �257．750 �21．9 

61．358 �46，800 �14．558 �2．9 

11財　　産　　収　　入 �25，466 �21．071 �4，395 �1．2 

12　寄　　　　附　　　　金 �1　　8，001 �1 �8，000 �iO・4 

器一一㌧∴斗一一菩 ��76，942 �△26，940　　2．3 27．998 �29，137 �2．7 

15　諸　　　　収　　　　入 �177，270 �163，425 �13，845 �8．3 

16　町　　　　　　　　　債 �163．700 �99，700 �l約000 �7．7 

歳　　入　　合　　計 �2，138，028 �1，607．393 �530，635 �100：0 

税金は町づ　く　り　の源　　伸びゆ　く　遠賀町

万
円
と
対
比
し
た
場
合
、
ほ
ほ
昨
年
並

み
の
予
算
規
模
と
い
え
ま
す
。

歳
　
入

絨
人
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
地
力

交
付
税
5
億
3
0
0
0
万
円
（
全
体
費

狐
・
8
％
）
、
印
税
4
億
9
2
0
0
万

円
（
2
3
・
0
％
）
、
同
塵
支
出
金
4
億

6
8
0
0
万
円
（
2
1
・
9
％
）
、
諸
収

入
1
慮
7
7
0
0
万
円
（
8
・
3
％
）

の
噸
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
庫
支
出
金
と
町
横
の
増
は
、
昨
年

度
は
骨
格
予
算
の
た
め
、
謡
業
費
は
当

初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
こ
の
分
に
つ
い
て
の
国
の
補
助

金
及
び
町
俵
は
見
込
ん
で
お
ら
ず
、
そ

の
差
で
あ
り
ま
す
。

税
収
関
係
は
、
町
民
税
、
固
定
資
膳

税
等
が
比
較
的
伸
び
て
お
り
ま
す
が
、

地
方
交
付
税
の
全
体
の
伸
び
率
が
昨
年

度
の
ニ
ケ
タ
台
か
ら
、
今
年
度
は
5
％

に
落
ち
込
み
、
ま
た
起
債
の
充
当
率
も

昨
年
度
掲
％
の
も
の
が
7
5
％
と
約
％
も

低
率
と
な
り
、
そ
の
分
は
一
般
町
費
で

補
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
財

源
圧
迫
の
一
閃
と
も
な
っ
て
お
り
ま

す。

工
蹟

昭
和
蒋
年
度
遠
賀
町
一
般
会
計
予
第

に
つ
い
て
は
、
ご
承
知
の
通
り
国
の
財

政
が
か
っ
て
な
い
危
機
に
直
面
し
、
今

年
度
か
ら
財
政
再
建
計
画
に
基
づ
き
、

行
政
改
革
の
推
進
、
補
助
事
業
の
縞
少

公
共
料
金
の
見
宿
し
、
国
債
の
減
額
な

ど
2
0
年
来
の
緊
鮪
財
政
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
な
い
地
方
財
政
も
大
き

な
影
蟹
を
受
け
、
本
年
度
予
算
は
さ
び

し
い
な
か
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た。

本
町
の
一
般
会
計
の
規
模
は
、
別
表

の
と
お
り
歳
入
・
歳
出
共
に
2
1
億
3
8

0
0
万
円
で
、
昨
年
度
が
当
初
予
第
1
6

億
7
0
0
万
円
で
し
た
が
、
こ
れ
は
骨

格
予
算
で
事
業
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
ゆ
え
に
、
実
質
的
に
は
6

月
補
正
予
算
の
累
計
額
2
1
億
8
5
0
0
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健康で活力とゆとりを
21億3，802万

款 �本年度 予算額 �前年度 予算額 �比　較 �′′ 

1　韻　　　　会　　　　費 �l53，401 �53，243 �158 �2．5 

2　総　　　　務　　　　費 �316，021 �316，602 �△　　581 �14．8 

3　民　　　　生　　　　費 �297．859 �272．474 �25，385 �13．9 

4　衛　　　　生　　　　費 �131，534 �118．886 �12．648 �6．1 

5　労　　　　働　　　　費　　114．成8 ��76，702 �37，426 �5．3 

1　73，802 �31，897 �41，軟風 �　3．5 i 

7　商　　　　工　　　　費 �12，667 �12，667 �0 �0．6 

8　土　　　　木　　　　費 �287，449 �85，328 �202，121 �13．4 

9　消　　　　防　　　　費 �72，709 �61，046 �11，663 �3．4 

10　教　　　　育　　　　費 �536．021 �373．920 �162，101 �25．1 

400 �i　　000 �0 � 

12　公　　　　僕∴∴∴∴費 �232，027 �194．218 �37，809 �10．9 

13諦　支T‾盲仁一‾青 ��10 �0 � 

調　予　　　　備　　　　費 �110，000 1 �10，000 �0 �0．5 

歳　出　合　計12，138．028 　　　　　　1 ��1．607，393 �530，635 �100．0 

暴走族を見たらナンバー控えて警察へ　　折尾警察署　遠賀川派出所（3）0096

歳
　
出

本
年
度
予
算
は
、
国
の
予
算
自
体
が

圧
縮
型
の
な
か
で
稜
々
制
約
を
受
け
、

町
財
政
も
こ
う
し
た
さ
び
し
い
状
況
の

な
か
で
、
全
般
的
に
歳
出
予
算
の
見
宿

し
を
し
、
予
算
編
成
を
い
た
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

事
業
費
の
な
か
で
、
主
な
も
の
を
拾

い
ま
す
と
、
文
教
施
設
と
し
て
島
田
小

学
校
の
校
舎
増
築
と
、
遠
賀
中
学
校
サ

ッ
シ
取
替
工
事
に
3
億
2
8
0
0
万

円
、
農
薬
基
盤
整
備
率
薬
の
屋
戸
川
改

修
工
革
に
4
0
0
0
万
円
、
労
働
対
策

と
し
て
の
就
労
密
薬
（
町
道
遜
角
～
商

家
線
他
）
に
1
億
1
3
0
0
万
円
、
防

衛
関
係
事
業
（
町
道
島
田
～
八
丁
町
線

前
川
渡
漠
工
事
他
）
に
1
億
3
0
0
0

万
円
、
そ
の
他
公
園
整
備
に
6
4
0
0

万
円
、
庁
舎
浄
化
槽
改
良
工
撃
、
道
路

台
恨
委
託
事
業
等
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
1
5
0
0

万
円
、
学
校
給
食
特
別
会
計
へ
4
2
0

0
万
円
、
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政

専
務
組
合
の
負
担
金
1
億
4
0
0
0
万

円
等
が
あ
り
ま
す
。

暴
走
族
追
放
に
関
す
る
決
議

遠
賀
町
議
会
は
、
人
命
増
悪
の
瑞
相

に
徹
し
、
正
し
い
交
通
秩
序
の
詔
丑
と

悲
惨
な
交
通
事
故
を
追
放
す
る
社
会
環

暁
の
実
現
の
た
め
最
大
の
努
力
を
払
っ

て
い
ろ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
交
通
秩
序
を
無
視

し
て
集
団
で
暴
走
行
為
を
繰
り
返
す
い

わ
ゆ
る
暴
走
の
動
向
が
最
近
と
み
に
活

発
化
し
、
殺
人
疎
件
を
は
じ
め
、
各
産

の
凶
悪
事
件
を
惹
起
す
る
な
ど
地
域
住

民
の
平
穏
な
生
活
を
譜
し
く
脅
か
し
て

いろ。暴
走
族
の
根
絶
に
は
、
地
域
住
民
の

一
人
ひ
と
り
が
「
暴
走
行
為
を
し
な
い

さ
せ
な
い
、
見
に
い
か
な
い
」
と
い
う

社
会
的
風
潮
の
確
立
に
一
層
の
努
力
を

す
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
遠
賀
町
騒
会
は
、
決
意
を

新
た
に
し
、
地
域
住
民
の
総
力
を
挙
げ

て
暴
走
族
を
追
放
し
、
安
全
で
明
る
い

響
づ
く
り
に
ま
い
進
す
る
。
と
竃
庇

う
も
の
で
あ
る
。

以
上
決
議
す
る
。

昭
和
弱
年
3
月
Ⅲ
日

福
岡
県
遠
賀
郡
遠
賀
町
議
会
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町営遠賀霊園好評販売中

20歳になっ　たら国民年金に加入しましょ　う。

昭
和
5
5
年
第
2
回
定
例
議
会
は
去
る
3
月
日
日
に
闘
会
さ
れ
、
柵
和
5
5

年
度
一
般
会
訓
予
卵
な
ど
2
5
議
案
に
つ
い
て
、
会
期
1
6
「
i
剛
を
も
っ
て
慎

感
に
審
議
し
た
結
果
、
2
2
讃
策
に
つ
い
て
原
案
可
決
、
3
議
案
に
つ
い
て

は
否
決
と
な
っ
た
。
ま
た
講
顕
2
件
、
要
望
、
隣
席
3
件
が
提
出
さ
れ
、

請
願
に
つ
い
て
は
採
択
、
要
望
、
陳
怖
3
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
決

議
し
、
3
月
2
6
円
閉
会
し
た
。

予
　
　
算

昭
和
的
年
度
遠
賀
町
一
般
会
計
予
算

予
算
総
額
2
、
1
3
8
、
0
2
8
、
0

0
0
円

o
専
決
処
分
の
承
能
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て（

処
分
疎
項
）
昭
和
5
4
年
度
遠
賀
町

一
般
会
計
補
正
予
策
（
第
1
号
）
　
（
専

決
第
一
［
ち
）

補
正
額
1
、
1
1
6
、
0
0
0
円
、
総

額

2

、

4

8

2

、

3

4

3

、

0

0

0

円

尾
戸
川
改
修
工
部
艶
の
追
加
補
助
に
よ

り
、
工
期
等
の
関
係
で
専
決
し
た
も
の

。
昭
和
5
4
年
度
遠
賀
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
籍
8
号
）

補
正
額
4
1
、
9
9
7
、
0
0
0
円

総

額

2

、

5

2

4

、

3

4

0

、

0

0

0

円。。
昭
和
5
4
年
度
遠
賀
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
舘
－
号
）

補
正
額
1
9
、
0
0
0
、
0
0
0
円

総
額
3
3
7
、
6
0
4
、
0
0
0
円

滋
饗
給
付
費
の
補
正
。

o
昭
和
5
4
年
度
遠
賀
町
震
業
共
済
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
－
／
第
4
号
）

農
作
物
共
済
勘
定
　
減
額
2
9
4
、
0

0
0
円
　
総
額
1
8
、
6
8
4
、
0
0

0
円
。

業
務
勘
定
　
補
正
額
4
3
、
0
0
0
円

総
額
1
5
、
1
4
5
、
0
0
0
円
。

o
昭
和
5
4
年
度
遠
賀
町
学
校
給
食
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
舘
5
号
）

減
額
3
9
6
、
0
0
0
円
　
総
額
1
1

4
、
0
6
2
、
0
0
0
円
。

。
昭
和
5
4
年
度
遠
賀
町
住
宅
新
築
資
金

尊
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

減
額
5
、
4
0
0
、
0
0
0
円
　
総
額

2
8
、
7
9
7
、
0
0
0
円
。

o
昭
和
粥
年
度
遠
賀
町
国
民
健
膝
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
4
0
0
、
2
2
5
、
0
0
0

円。。
昭
和
粥
年
度
遠
賀
町
農
業
共
済
事
業

特
別
会
計
予
算

予
筑
総
紙
3
5
、
2
1
9
、
0
0
0
円

農
作
物
共
済
勘
定
1
8
、
7
3
9
、

0
0
0
円
。

家
畜
共
済
勘
定
1
、
4
1
9
、
0
0

0
円
。業

務
勘
定
1
5
、
0
6
1
、
0
0
0

円。

。
昭
和
5
5
年
度
遠
賀
町
住
宅
新
築
資
金

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
3
1
、
1
2
1
、
0
0
0
円

。
昭
和
粥
年
度
遠
賀
墾
田
事
業
特
別
会

計
予
算

予
算
総
額
2
6
8
、
0
3
9
、
0
0
0

円。o
昭
和
弱
年
度
遠
賀
町
学
校
給
食
事
業

特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
1
1
1
、
7
9
7
、
0
0
0

円。

条
例
改
正

。
遠
賀
町
社
会
教
育
委
員
条
例
の
改
正

に
つ
い
て

違
卸
町
社
会
教
育
委
貝
は
、
現
行
で

は
遠
賀
町
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
が

併
任
す
る
様
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
、

専
仔
と
す
る
た
め
に
、
全
面
改
正
す
る

も
の
で
す
。

。
遠
賀
町
武
道
場
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

武
道
場
の
使
用
時
問
が
午
的
9
時
か

ら
午
後
9
時
5
0
分
ま
で
と
な
っ
て
い
る

も
の
を
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と

認
め
た
時
は
、
時
間
を
変
更
、
延
長
出

来
る
様
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

。
遠
賀
町
特
別
蛾
の
職
貝
で
非
轄
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
出
務
日
数
の
増
加
等
に

よ
り
、
報
酬
を
年
額
学
識
経
験
盤
盃
委

員
2
4
万
円
、
議
会
選
出
藍
盃
1
3
九
円
に

2
0
％
ア
ッ
プ
し
、
ま
た
、
社
会
教
育
委

貝
、
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
報
酬

が
年
額
で
あ
っ
た
も
の
を
、
日
額
報
酬

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

。
遠
賀
町
役
場
職
員
定
数
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

学
校
事
務
を
教
育
委
員
会
で
統
括
し

て
行
う
の
に
伴
な
い
学
校
部
務
職
貝
（

小
学
校
3
名
、
中
学
校
1
名
）
　
4
名
の

う
ち
、
2
名
を
町
長
部
局
の
職
員
に
定

数
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

。
遠
賀
町
国
民
年
金
印
紙
売
さ
ば
き
基

金
条
例
の
一
都
改
正
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
法
改
正
に
よ
り
、
昭
和

5
5
年
4
月
分
か
ら
掛
金
が
引
き
上
げ
ら
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れ
る
の
に
伴
な
い
、
国
民
年
金
印
紙
取

扱
高
が
増
加
す
る
た
め
、
基
金
8
5
0

万
円
を
1
0
0
0
万
円
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。

。
遠
賀
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

医
頼
費
の
増
加
に
よ
り
、
税
の
賦
課

限
度
額
、
均
等
刺
繍
、
平
等
剖
額
の
改

正
を
行
う
も
の
で
、
賦
課
限
度
額
1
9
万

円
を
2
2
万
円
に
、
均
等
判
、
4
5
0
0

円
を
7
0
0
0
円
に
平
等
剖
7
0
0
0

円
を
9
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
あ
り

ます。ま
た
、
こ
の
改
正
に
よ
り
、
法
に
よ

り
税
の
減
額
措
寵
さ
れ
る
も
の
の
、
均

等
割
、
及
び
平
等
制
を
、
6
割
減
す
る

も
の
の
、
均
等
割
2
、
7
0
0
円
を

4
、
2
0
0
円
に
、
平
等
制
4
、
2
0

0
円
を
5
、
4
0
0
円
に
、
4
削
減
す

る
も
の
の
均
等
割
1
、
8
0
0
円
を
、

2
、
8
0
0
円
に
平
等
剖
2
、
8
0
0

円
を
3
、
6
0
0
円
に
改
正
す
る
も
の

です。
e
遠
賀
町
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

鰻
作
物
共
済
（
水
稲
）
の
当
然
加
入

基
準
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、
当
然
加

入
基
準
は
農
薬
災
薯
補
償
法
及
び
施
行

令
で
1
0
a
－
0
0
a
の
間
で
県
知
師
が
定

め
て
公
示
す
る
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
は
0
0
a
を
適
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
県
知
事
が
2
5
a
で
公

示
（
5
5
年
1
月
2
4
日
付
）
し
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
に
伴
な
い
、
2
5
a
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。

o
遠
賀
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

町
民
税
、
固
定
資
産
説
の
前
納
報
奨

金
を
引
き
下
げ
よ
う
と
し
だ
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
否
定
と
な
り
ま
し
た
。

。
遠
賀
町
教
育
施
般
使
用
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

伍
気
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
、
体
育

館
、
卓
球
整
、
通
勤
甥
夜
間
照
明
施
設

の
使
用
料
を
現
行
料
金
の
5
0
％
ア
ッ
プ

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

。
遠
賀
町
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

節
気
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
、
中
央

公
民
館
、
別
館
の
冷
暖
房
の
使
用
料
を

現
行
料
金
の
5
0
％
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
否
決
と
な
り

ま
し
た
。

醤
o
収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て

任
期
湖
了
に
伴
な
い
、
遠
質
刑
広
渡

石
橋
清
美
氏
の
選
任
周
憩
を
求
め
る
も

の
で
原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し

た。

o
字
の
区
域
変
更
に
つ
い
て

木
守
、
上
別
府
に
ま
た
が
っ
て
、
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
、
遜
角
地
区
の
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴
な
い
、
区
面
整
理

部
薬
地
内
の
大
字
末
寺
字
画
、
土
澤
洲

下
津
洲
を
、
大
字
上
別
府
宇
遮
角
と
字

の
I
ヌ
域
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

。
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

騰
津
地
内
の
学
級
清
作
を
起
点
と
し

字
東
を
終
点
と
す
る
延
長
8
6
0
m
の

優
遇
を
改
良
舗
装
し
て
地
区
の
韮
艦
追

跡
と
す
る
た
め
、
町
道
と
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

請
　
願

。
特
定
地
域
指
定
の
存
続
と
特
開
事
業

の
就
労
枠
拡
大
及
び
中
高
年
失
業
者
の

雇
用
の
確
保
の
た
め
の
請
願
書

。
産
炭
地
振
興
日
時
措
薗
法
、
炭
鉱
離

職
者
臨
時
持
直
法
篭
石
炭
六
法
の
延
長

に
関
す
る
請
願
書

評
炭
地
域
振
輿
臨
時
措
置
法
等
6
僧

の
石
炭
関
係
諦
法
が
い
ず
れ
も
聞
知
5
0

年
度
か
ら
5
7
年
度
で
、
期
限
切
れ
と
な

る
た
め
、
こ
の
法
の
期
限
の
延
長
を
図

る
と
共
に
、
施
策
肉
容
の
拡
大
、
充
実

を
図
る
よ
う
敦
話
さ
れ
た
も
の
で
、
木

調
願
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
町
議
会
に
於
い
て
も
、
稲

校
地
に
は
、
今
だ
大
き
な
問
題
が
残
さ

れ
て
い
る
と
一
言
う
見
地
か
ら
、
産
炭
地

振
興
に
は
、
法
の
延
長
、
財
源
の
確
保

が
必
要
と
言
う
謡
で
決
議
し
、
併
せ
て

意
見
春
を
関
係
官
庁
に
提
出
し
ま
し
た

（
詳
細
は
職
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

決
議
事
項

。
暴
走
族
追
放
に
関
す
る
決
続
に
つ
い

て

遠
賀
叩
議
会
は
、
人
命
尊
重
の
精
神

と
正
し
い
交
通
秩
序
の
確
立
、
悲
惨
な

交
通
部
故
を
な
く
す
た
め
に
、
暴
走
族

追
放
に
関
す
る
決
談
を
行
い
、
町
長
に

対
し
、
決
議
語
を
送
伸
し
た
。

（
詳
細
は
3
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

・
北
九
州
財
務
局
の
存
贋
に
関
す
る
決

総
に
つ
い
て

政
雁
は
、
行
政
故
輩
の
ー
環
と
し
て

岡
の
出
先
機
関
の
統
合
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
北
九
州
財
務
局
も
、
統
合
が
検

討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
の
存
寵
に

関
す
る
決
議
を
行
い
関
係
官
庁
に
憩
見

出
を
提
出
し
た
。

。
請
国
神
社
公
式
参
拝
に
関
す
る
決
議

に
つ
い
て

耶
国
神
社
は
、
戦
没
者
及
び
国
難
に

殉
じ
た
英
盛
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

戦
後
国
の
手
を
は
な
れ
、
公
式
参
拝
が

行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
の
公
式
参

靖
が
実
現
す
る
よ
う
決
議
し
、
慈
風
評

を
関
係
官
庁
に
提
出
し
た
。
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昭
和
弱
年
廣
　
青
年

海
外
派
遣
渉
外
団
員

募
集

▽
職
務
　
渉
外
及
び
通
訳
の
任
務
に
当

た
る
と
と
も
に
、
団
体
行
動
の
下

に
研
修
活
動
を
行
う
。

▽
応
募
資
格
　
脇
和
弱
年
4
月
1
日
現

在
、
鈍
才
以
上
3
5
才
末
滴
の
男
女

で
地
域
職
場
、
青
少
年
団
体
等
に

お
い
て
現
に
青
少
年
活
動
等
を
行

っ
て
い
ろ
者
又
は
帰
国
後
活
発
な

活
動
が
期
待
で
き
る
者
。

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
へ
問
合
せ
下
さ
い
。

活
動
を
行
っ
て
い
ろ
者
、
及
び
帰

国
後
活
発
な
活
動
が
期
待
で
き
る

者。
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
へ
お
聞
合
せ
下
さ
い
。

昭
和
5
5
年
度
「
青
年
の

船
」
渉
外
団
員
募
集

▽
職
務
　
「
青
年
の
船
」
の
巡
航
期
間

中
、
各
種
の
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
渉
外
業
務
に
従
弾
。

▽
応
募
資
格
　
昭
和
5
5
年
4
月
1
日
現

在
、
2
2
才
以
上
0
0
才
未
満
の
男
女

で
地
域
職
場
、
学
校
又
は
青
少
年

団
体
等
に
お
い
て
、
現
に
青
少
年

福
岡
県
　
少
年
の
船

沖
諦
研
修
の
旅
団
員

募
集

▽
資
格
　
県
内
在
住
の
小
学
校
五
年
堂

以
上
中
学
生
ま
で
の
男
女

▽
期
日

〇
第
七
回
　
昭
和
弱
年
1
月
鮪
日
～

7
月
約
日

〇
第
八
回
　
照
和
5
5
年
8
月
3
日
～

8
月
7
日

▽
研
修
地
　
沖
縄
本
島

▽
研
修
内
容
∴
沖
油
少
年
と
の
交
歓
会

見
学
、
船
上
で
の
研
修
、
少
年
の

船
ま
つ
り

∇料金○
小
学
生
　
3
5
、
5
0
0
円

○
中
学
生
　
3
8
、
5
0
0
円

※
そ
の
他
ユ
ニ
ホ
ー
ム
代
の
一
部
を

負担。

詳
細
に
つ
い
て
は
教
育
委
月
余
社
会

教
育
課
ま
で
問
合
せ
下
さ
い
。

昭
和
5
5
年
度
日
本
青
年

中
国
派
遣
団
員
募
集

▽
応
募
資
格
　
昭
和
5
5
年
1
月
1
日
現

在
、
2
0
才
以
上
2
8
才
未
満
の
男
女

で
地
域
職
場
、
背
少
年
団
体
等
に

お
い
て
現
に
膏
少
年
活
動
を
行
っ

て
い
る
音
叉
は
帰
国
後
活
発
な
活

動
が
期
待
で
き
る
者
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ
お
聞
合
せ
下
さ
い
。

昭
和
粥
年
度
青
年
海
外

派
遣
一
般
団
員
募
集

▽
応
募
資
格
　
昭
和
5
5
年
4
月
1
日
現

在
如
才
以
上
鈍
才
未
満
の
男
女
で

地
域
、
職
場
、
哲
少
年
団
体
等
に

お
い
て
、
現
に
青
少
年
活
動
を
行

っ
て
い
る
者
又
は
帰
国
後
活
発
な

活
動
が
期
待
で
き
る
者
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

卓
球
教
室
募
集

▽
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日
・
1
7
時
如
分

（
5
月
第
1
週
よ
り
）

▽
場
　
所
　
広
漠
小
学
校
体
育
館

▽
指
導
者
　
遠
賀
町
卓
球
ク
ラ
ブ
員

▽
入
会
金
　
3
0
0
円

▽
会
　
費
　
1
カ
月
3
0
0
円

▽
申
　
込
　
硝
接
会
場
で
申
し
込
む
か

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

空
手
教
室
生
徒
募
集

囲

▽
対
　
象
　
小
学
生
以
上
、
一
般
ま
で

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
、
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
0
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
武
道
場

▽
指
導
者
　
餐
秀
会
総
本
部
道
場

小
田
四
段
、
半
田
三
段
、
古

川
初
段

◎
希
望
者
は
面
接
武
道
場
に
釆
ら
れ

る
か
、
教
育
委
員
会
へ
御
連
絡
下
さ

い。先
月
行
な
わ
れ
ま
し
た
定
期
昇
級
審

査
の
鮭
果

3
級
　
中
井
勝
矢
（
中
2
）

4
級
　
中
井
　
司
（
申
1
）

5
級
　
中
嶋
晋
一
（
中
1
）
、
古
賀
雅

孝
（
小
4
）
、
増
水
一
膳
（
小

6
）
、
石
田
忠
（
小
3
）
、
半

田
態
光
（
小
4
）

6
級
　
月
成
和
製
（
小
4
）
、
大
場
和

久
（
小
5
）
、
仲
睡
正
浩
（
申

1
）
、
西
内
調
光
（
申
1
）
、

原
田
英
一
（
小
5
）
、
白
木
和

典
（
高
3
）
伸
野
宿
珍
（
小
5

）
仲
野
貧
文
（
中
1
）

7
級
　
今
永
和
洋
（
小
6
）
、
村
田
久

宗
（
小
6
）
伊
饗
沿
正
（
小
5

）
、
仲
野
正
志
（
小
6
）
黒
田

克
也
（
一
般
）
、
稲
田
良
太
（

小
6
）
、
川
下
研
一
（
小
6
）

、
秋
武
男
（
小
6
）
、
泉
原
光

宏
（
小
6
）
瀬
井
政
樹
（
小
3

）
、
松
本
英
樹
（
小
6
）
：
水

井
崇
（
小
3
）

8
綾
　
瀬
井
嗣
政
（
小
1
）
、
塩
出

発
（
小
3
）
、
増
田
潜
二
郎
（

小
4
）
、
宮
田
面
節
（
小
4
）

、
小
川
亜
津
史
（
小
6
）

剣
道
部
員
募
集曝

遠
賀
町
少
年
剣
道
教
室
で
は
子
供
達

の
心
身
共
に
健
全
な
育
成
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
一
般
の
方

も
段
の
有
無
を
問
わ
ず
練
習
に
参
加
し

て
下
さ
い
。

∇
場
所
　
遠
賀
町
武
道
場
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どの子　も愛を希望を　し　あわせを

▽
練
習
日
　
月
曜
日
、
金
曜
日
　
（
小
5

年
以
上
、
中
学
葉
含
む
）

☆
水
曜
日
、
土
曜
日
（
小
4

年
以
下
）

▽
鴫
　
閉
　
場
時
3
0
分
～
1
9
時
5
0
分

∇
会
　
費
　
1
か
月
　
1
、
5
0
0
円

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

▽
締
切
日
　
5
月
1
0
日
（
土
）
新
入
会

者
は
当
日
5
時
武
道
場
集

合
の
こ
と
。

▽
一
般
の
練
習
日

。
月
、
金
曜
日
　
時
間
1
9
時
0
0
分
～

2
0
時
5
0
分

遠
賀
町
青
少
年
柔
道
教
室

チ
ー
ム
団
体
優
勝

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
く
り
広
げ
、
堂
々
優

勝
あ
ー
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

個
人
戦

小
学
一
年
生
の
部

優
勝
　
藤
村
　
佳
史

小
学
二
年
生
の
郵

二
位
　
藤
村
　
高
志

小
学
三
年
生
の
海

優
勝
　
倉
原
　
　
隆

二
位
　
田
平
征
太
郎

母
と
子
の
シ
リ
ー
ズ
　
㈲

豊
か
な
心
と

ち
え
の
の
び

に
ふ
れ
て
心
を
豊
か
に
す
る
と
と
も

に
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
吸
収
し
よ
う

と
し
ま
す
。
3
、
4
歳
頃
が
．
貸
間

期
．
と
よ
ば
れ
る
の
も
こ
の
現
わ
れ
で

す
。
お
も
ち
ゃ
、
絵
本
、
テ
レ
ビ
、
お

話
な
ど
そ
れ
を
助
け
る
大
切
な
も
の
で

す
し
、
見
る
、
つ
く
る
、
描
く
、
話
す

、
歌
う
な
ど
は
幼
児
の
自
発
的
な
学
習

です。こ
の
よ
う
な
経
験
と
活
動
こ
そ
幼
児

の
心
や
ち
え
を
内
か
ら
伸
ば
す
も
の

で
、
そ
れ
は
外
か
ら
文
字
や
計
算
な
ど

を
急
い
で
教
え
る
こ
と
よ
り
ず
っ
と
大

切
な
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
幼
児
期

は
人
格
の
基
礎
を
つ
く
る
大
切
な
と
き

で
、
苦
か
ら
「
三
つ
子
の
諌
言
ま
で
」

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
邁
賀
町
社
会
相
祉

協
議
会
に
こ
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
よ
り
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
高
倉
　
　
鞠
様

（
広
∴
渡
）
高
倉
　
利
男
様

故
小
用
　
　
滞
様

（
木
－
守
）
小
用
テ

故
柴
田
カ
ヨ
ノ
様

（
今
古
賀
）
柴
田

故
力
丸
　
テ
ィ
様

（
浅
　
木
）
カ
丸

故
亀
井
マ
サ
子
様

（
新
　
町
）
亀
井

故
片
岸
　
義
博
様

（
浅
　
木
）
片
岸

故
竹
内
　
良
作
様

ニ
ー
糠

徳
隆
様

政
実
感

克
美
様

一
様

（
別
　
府
）
竹
内
　
幸
子
様

故
松
浦
　
恒
夫
様

（
千
代
丸
）
松
浦
モ
モ
エ
様

。
遊
び
は
子
供
の

た
ぺ
も
の
命
と
言
わ

れ
る
ト
ご
つ
に
、
子
ど

も
は
遊
び
の
中
で
、

螢
か
な
心
を
つ
く
り

ち
え
を
の
は
し
、
い

ろ
い
ろ
な
能
力
を
身

に
つ
け
て
成
長
す
る

こ
と
も
忘
れ
て
な
ら

な
い
こ
と
で
す
。
お

＄
㊦

揚
音
容
的

と
言
わ
れ
て
き
た
の

c
Y
　
　
も
そ
の
た
め
で
す
。

建
耐
火
稲
造
）

3
D
K

eV園団

し
か
も
そ
の
心
の
発

達
に
は
、
よ
い
環
蛸

と
、
子
ど
も
に
い
ろ

い
ろ
の
経
験
を
さ
せ

て
、
こ
れ
を
承
認
し

励
ま
し
て
や
る
ま
わ

り
の
も
の
の
暖
か
い

助
力
が
必
要
で
す
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▽
場
　
所
　
虫
佐
津
商
町
（
1
0
5
‥
当

室
）
　
（
4
0
5
号
室
）

▽
募
集
戸
数
　
2
戸
（
第
2
種
∴
4
階

3
月
9
日
（
日
）
中
間
市
立
中
開
渠

小
学
校
、
体
育
館
に
お
い
て
、
八
幡
両

区
少
年
薬
道
大
会
が
開
掘
さ
れ
、
総
勢

2
8
0
名
の
選
手
が
参
加
し
、
団
体
1
3

も
ち
ゃ
や
動
作
で
雄
純
な
こ
と
を
繰
り

返
す
遊
び
か
ら
、
も
の
を
組
み
立
て
た

り
、
集
め
た
り
、
身
の
ま
わ
り
の
も
の

に
興
味
や
関
心
を
示
し
ま
す
。
3
歳
頃

か
ら
こ
と
ば
も
豊
か
に
な
り
、
歩
行
や

動
作
も
白
山
に
な
る
と
、
家
庭
の
外
の

自
然
や
社
会
の
で
き
こ
と
に
目
が
向
き

そ
の
美
し
さ
、
不
思
議
さ
、
珍
ら
し
さ

こ
と
に
「
了
ど
も
は
親
の
う
し
ろ
姿

で
つ
く
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い

、
そ
の
中
で
も
穀
の
あ
り
方
こ
そ
（
か

な
め
）
と
な
る
も
の
で
す
。
愛
児
の
幸

せ
な
成
蔓
の
た
め
に
、
少
し
で
も
賢
い

親
に
な
る
よ
う
に
、
そ
の
た
め
の
学
滴

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
申
込
先

月
7
0
0
0
円

5
月
6
円
（
期
日
厳
守
）

町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場

所
を
有
す
る
者
。

現
に
同
居
し
又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

者。収
入
基
準
が
月
収
5
5
、

0
0
0
円
以
下
で
あ
る
諺

（
4
人
世
常
の
う
ち
扶
袈

親
族
3
人
の
場
合
粗
収
入

月
額
2
0
0
、
1
6
6
円

以
下
）
現
に
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な者。
役
場
管
財
係
（
申
込
用
紙

を
備
え
て
い
ま
す
）
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子供は服のよごれな

んかおかまいなし．／

3月31日竣工したばかりの

遠賀川新川公園にて

4月15日撮影

に　日　及の年九曜た気の醸年－れた∴！1意あは母て　と　月　ま　、母　○と　たかと　＿ “本　し　日〈る　の　○詩　日会）　九てのネ　の　ろ　じのい　い六す今の　　はね五思母 

正で始委昭こ　父ち　ち　と　がに・－いがiた女め　日　た∴づ日　が年　目　　“え月　つの 
月　も　《め∴日和　と　のを　を　き　五、四　ま　起シめ性、は　よ　ての“はは　　あ」　にて　日 
のアた会十二　日　み表め月　ア年す二　つ　にがア“う　い皇た五五　　る　　引　い」 
第メよ′’一十はにす、のメ〈OI）ン教、メ今でた后し月月　年　ったと 二i）うが年二“、こ母第り大そとを会母りせず〉貢延か十の　鵜　逆らい－ 

自　力　でで一年そ六　と　のニカ正の　い配でのカ　紀　oを生に一第　　の　　し、う 
昭　と　す　さ　に　、れ月　に恩　田　　　　　　　　　　　　　　　　　母　日　戦　目二　　〝　　ちいの 

∴∴：∴∴田一言一一一一 
；「：∴∴∴∴「母の日」：∴＼∴∴∴子 
り　も　をがを　さ　と　ンはの　　まクのトト　　れ万）賊に度目なでをは‘のよ　はて 

い　く　でにつ殺　しは、レ　る　ま和はプネのすがン　にけ河地力　に母　と　に後事「 
も　、し　な　よ　育て意四ゼデ　と　服、なク　日　○全て∵過て津のi飾のでなでを 
の感　よ　っう　マい外十ンパか小浴のタの　　国約か、町ひネ　る　目す　つ、行 
で謝　う　て　にマ　ま　に代トI　o物衣に　イ　ブ　　に　九九カ　ー　とi風に　oた父　う 
すのかかなにす少のをト　　を∴“つ吋がレ　　出市、）帝つシ営力　　ののよ 
ね百　〇ら　る　感。な方貝で　　ビバ　し断ゼ　　荷六一ネ　で前　ヨ　はi　も、日　う 

安全は家庭の中から　しつけから
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“
福
岡
県
内
春
の
行
事
あ
れ
こ
れ
…

一
：
－
I
●
・
‥
l
－
：
1
1
・
・
・
・
i
I
・
－
．
・
I
i
・
・
・
・
l
1
．
，
・
l
l
・
・
・
．
l
l
i
l
t
・
・
．
1
1
．
．
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
県
因
の
ニ
ー

だ
っ
た
行
山
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

省
エ
ネ
時
代
で
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
交
通
機
関
を
使
っ
て
下
さ
い
。

ド
ラ
イ
ブ
を
さ
れ
る
方
は
、
上
の
絵

の
。
ム
ダ
を
は
ぶ
く
7
つ
の
方
法
〟
を

実
行
し
て
下
さ
い
。

中
山
不
動
尊
春
季
大
祭

▽
4
月
2
7
日
（
日
）
－
独
自
（
月
）

▽
と
こ
ろ
＝
鞍
手
町
大
字
中
山
本
村

▽
交
　
通
＝
国
鉄
頂
ガ
駅
ま
た
は
折
尾

駅
か
ら
西
鉄
パ
ス
中
山
線

不
動
尊
釣
下
事

吉
祥
寺
藤
ま
つ
り

▽
4
月
2
7
日
（
白
）
－
2
9
日
（
火
）

▽
と
こ
ろ
＝
北
九
州
市
八
幡
西
区
香
月

吉
祥
寺

▽
交
　
通
＝
国
鉄
香
月
朗
か
ら
徒
歩
1
0

分
、
バ
ス
香
月
支
所
前
下

草
、
徒
歩
1
0
分

鎮
国
事
護
摩
法
要

▽
4
月
2
8
日
（
月
）

▽
と
こ
ろ
＝
宗
像
那
玄
海
町
　
鎖
国
寺

▽
交
　
通
＝
国
鉄
赤
間
駅
前
か
ら
神
漠

行
き
ハ
ス
宗
像
大
社
前
下

車
、
徒
歩
的
分

芦
屋
町
春
ま
つ
り

▽
4
月
2
9
日
（
火
）

▽
と
こ
ろ
＝
苫
屋
町
山
鹿
、
魚
兄
公
園

城
山
公
園

王
父
　
通
＝
国
鉄
折
尾
駅
か
ら
北
九
州

同
営
バ
ス
置
屋
行
き
、
風

見
公
園
は
山
鹿
バ
ス
停
下

車
、
徒
歩
5
分
。
城
山
公

園
は
置
屋
橋
バ
ス
伴
下
市

「
博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
」

▽
5
月
3
日
（
土
）
～
4
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
＝
福
岡
市
博
多
区
中
央
区
一

静

▽
肉
∴
容
＝
砦
難
の
季
節
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
・
ウ
ィ
ー
ク
に
福
岡
・

博
多
の
街
を
湧
き
返
ら
せ

る
福
岡
市
民
の
祭
り
。

3
・
4
日
を
通
じ
て
一
番
賑
わ
う
の

は
ど
ん
た
く
広
場
。
博
多
駅
酌
を
午
後

1
時
に
ス
タ
ー
ト
、
駅
前
通
り
ー
渕
上

緬
－
国
体
通
路
－
渡
辺
通
4
丁
目
ま
で

の
1
・
9
キ
ロ
の
通
を
、
町
内
・
会
社

・
婦
人
会
・
学
校
な
ど
の
約
3
0
0
団

体
、
約
1
万
人
と
仮
装
単
が
趣
向
を
こ

ら
し
て
パ
レ
ー
ド
す
る
。

▽
交
　
通
＝
パ
レ
ー
ド
出
発
点
は
国
鉄

博
多
駅
下
車
。
他
は
市
内

パ
ス
渕
上
前
、
天
神
、
東

中
州
な
ど
下
車

小
石
原
民
陶
祭

▽
5
月
3
日
（
土
）
～
5
日
（
月
）

▽
と
こ
ろ
＝
朝
倉
郡
小
石
原
村
皿
山

▽
交
　
通
＝
福
岡
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら

杷
木
経
由
小
石
原
行
き
終

点
下
碑
、
徒
歩
1
5
分

門
司
み
な
と
ま
つ
り

▽
5
月
4
日
（
日
）
～
6
日
（
火
）

▽
と
こ
ろ
＝
北
九
州
市
門
司
区

▽
交
　
通
＝
国
鉄
門
司
駅
、
門
司
港
駅

下
車
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5　月分汲取予定表
大型車くみ取り地区　　　i　　小型車くみ取り地区

虫生津、上別府（一部）

別府、上別府（商家、花園一部）

11西町、木守（西川の西側）

；「‾責訂‾‾‾‾－

．－　∴’一㌦「

旧停（旧3号線北側）
鬼津　若松（県道浜口遠賀線）

16i旧停（I日3号線南側）

191遠賀IiI i千代丸、小鳥掛、別肺（蔚瀬）

201遠賀川、新町

」と＿歯型＿＿＿＿＿＿＿　　　！

劣1月2回くみとり家庭　　　　　　一月2回くみとり家庭

＿＿記事　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿i

‾‾‾‾i

道管、松の本（松の本紐）

老良

讃喜、i今古賀、脚
！浅木、鬼津（小鳥掛）

尾崎（芦屋、岡垣境）

不要犬の引き破りは、遠賀保健所093（201）4161へどうぞ

隠
醗
騒
類
態
騒
騒
懸
態
藤
懸

三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

目
せ
き
・
破
傷
風
）

▽
予
防
接
種
の
申
込
方
法

予
防
接
種
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま

で
に
印
鑑
持
参
の
上
、
保
健
衛
生
係
に

申
込
み
を
し
て
、
問
診
票
と
注
意
書
を

受
領
し
て
下
さ
い
。
問
診
票
と
注
意
書

を
受
領
さ
れ
な
い
と
予
防
接
謡
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
接
種
日
及
び
問
診
票
配
布
日

。
第
2
期
　
第
1
期
終
了
後
1
2
～
購

カ
月
経
過
の
幼
児

（
注
）
　
第
1
期
は
第
2
期
と
の
関

係
上
、
生
後
締
カ
月
ま
で

に
終
了
し
て
下
さ
い
。

▽
接
種
方
法

〇
第
1
期
　
4
回
の
内
い
ず
れ
か
3

回
接
頭

。
第
2
期
　
4
回
の
内
い
ず
れ
か
1

回
接
種

▽
そ
の
他
　
生
後
4
8
カ
月
以
上
の
幼
児

は
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
）
で
実
施
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

3
歳
児
一
斉
健
康
検
診

乳
　
児
　
相
　
談

▽
期
　
日
　
5
月
1
3
日
、
5
月
鳩
目

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
－
Ⅱ
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
0
5
月
継
目

生
後
7
－
1
2
カ
月
の
乳
児

。
5
月
鳩
目

生
後
0
～
6
カ
月
の
乳
児

▽
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
・
身
長
等
測
定
、
食

輩
等
の
相
談

妊
▽
期

▽
時

▽
内

婦
　
相
　
談

日
・
第
2
・
4
金
眼
目

第
3
火
曜
日

間
∴
m
樽
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。

容
。
第
2
金
隠
田
　
5
月
9
日

産
前
、
産
後
の
過
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
低
廉
手
帳
交
付

〇
第
3
火
腕
白
　
5
月
2
0
日

栄
馨
指
導

家
族
計
画

。
第
4
金
岡
日
　
5
月
お
目

新
生
児
の
扱
い
万

沐
浴
指
導

母
子
健
康
手
帳
交
付
．

∇
場
∴
所
∴
役
霹
保
健
室

▽
持
参
晶
　
印
鑑

▽
そ
の
他
　
母
子
手
帳
の
使
用
法
、
妊

娠
中
の
生
活
指
導
を
し
ま

す
の
で
必
ず
本
人
が
受
け

取
り
に
来
て
下
さ
い
。

4
月
釦
日
～
5
月
6
日

5
月
2
3
日
～
5
月
2
9
日

6
月
鳩
目
～
6
月
塊
日

▽
期
　
日
　
5
月
9
日
へ
金
）

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

受
付
　
膿
時
m
分
－
∴
膿
時

接
種
∴
鯵
時
0
0
分
－
1
5
時

生
後
孤
－
4
8
カ
月
の
幼

児

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

受
付
　
鳩
時
1
0
分
～
虹
時

検
診
∴
輪
時
0
0
分
～
鳩
時

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

満
3
歳
を
越
え
、
満
4
織

に
達
し
な
い
幼
児

母
子
健
康
手
帳
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結

核

レ

　

ン

ト

ゲ

ン

検

診

5
月
成
日
か
ら
お
目
ま
で
次
の
日
程
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
者
は
受
診
券
を
区
長
さ
ん
よ
り
配
付
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
持
参
し
て
下

さ
い
。
割
り
当
日
、
割
り
当
地
区
外
で
も
受
診
券
が
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

昭
和
5
5
年
一
一
級

建
築
士
試
験

▽
試
験
日
　
昭
和
5
5
年
1
月
2
7
日
（
学

科
試
験
）
昭
和
粥
年
9
月

地
目
（
設
計
製
図
試
験
）

▽
試
験
場
　
福
岡
大
学
（
七
陵
学
舎
）

福
岡
種
菌
区
七
陳
Ⅱ

▽
受
付
期
間
　
5
月
職
日
～
5
月
鳩
目

∇
受
付
場
所
　
県
庁
中
洲
分
館
及
び
県

土
木
事
務
所
建
築
課

な
お
、
詳
細
は
、
県
庁
建
築
課
建
築

士
係
又
は
最
寄
り
の
県
土
木
寧
務
所
建

築
課
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

昭
和
弱
年
前
期

技
能
検
定
試
験

職
話
は
4
0
数
種
が
あ
り
、
合
格
者
に

は
、
1
級
、
2
扱
、
単
一
等
級
の
技
能

士
葦
及
び
合
格
証
番
が
労
働
大
陸
及
び

県
知
事
よ
り
交
付
さ
れ
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
昭
和
弱
年
5
月
1
日
ま

で

▽
申
込
先
及
び
問
い
合
せ
先

福
岡
市
中
央
区
天
和
一
の
一
の
一

福
岡
県
労
働
蔀
職
業
訓
練
課
∴
冠
話

0

9

2

（

1

4

1

）

5

9

1

0

福
岡
県
警
察
官
募
集

▽
採
用
予
定
人
貝
　
約
緒
名

▽
試
験
日
　
昭
和
弱
年
6
月
1
日

▽
試
験
地
　
福
岡
市
　
北
九
州
市
　
飯

塚
市
　
久
留
米
市

▽
受
験
資
格
　
昭
和
紳
年
4
月
2
日
～

昭
和
3
7
年
1
月
1
日
に
生
ま
れ
た
男

子
▽
受
付
期
間
　
5
月
鳩
目
（
水
）
ま
で

▽
問
い
合
せ
先

八
幡
西
区
折
尾
1
丁
目
8
番
的
号
折

尾
轡
察
薯
醤
務
課
　
程
話
0
9
3
（
6

9
1
）
0
3
3
1
　
又
は
、
遠
賀
川
派

出
所
　
笛
話
（
3
）
0
0
9
6
に
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

遠
賀
町
田
碁
大
会

広
漠
公
民
館
囲
碁
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ

る
遠
賀
町
田
舞
大
会
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
御
参
加
を
お
顔
い
し
ま

す。▽
日
　
時
　
昭
和
5
5
年
5
月
徳
目
（
日

曜
日
）
8
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
広
漠
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
資
　
格
　
遠
賀
町
住
民
若
し
く
は
、

町
内
勤
務
者

▽
会
　
費
　
1
0
0
0
円
（
中
食
含
）

▽
申
込
期
日
　
5
月
2
0
日
ま
で
に
住
所

氏
名
・
種
話
番
号
・
級
段

位
（
自
称
で
可
）
を
次
の

胡
込
先
へ
連
絡
下
さ
い
。

▽
申
込
光
　
広
渡
　
蛋
広
新
∴
偲
藷
（

3

）

2

8

9

4

役
場
企
画
課
∴
鎚
本
敏
行

砥
諸
（
3
）
1
2
3
4

交
連
番
飯
の
ご
梱
臓
は
ご
遠
慮
を
く
ど
う
ぞ

平
日
は
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

専
H
の
相
嬢
員
が
農
身
に
な
っ
て
ご
相
模
に
応
じ
ま
す

弁
義
士
相
撲
日
　
毎
週
金
庫
午
後
－
時
～
午
後
四
時

雄
団
婆
人
　
目
本
城
豊
田
保
険
協
会

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
九
－
一

明
治
生
命
ビ
ル
八
膳

小
　
倉
　
調
　
査
　
事
　
務
　
所
　
内

か
宣
竃
∞
埜
日
通
空
目
－
一
一
轟
一
〇

年的す●
ら革で頭笑の康健
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5月上期の遠賀町主要行事

日南 ��行∴寧内容1時　可実施会場 ���担当課（係）名】目的及び主な対象等　止＿＿三＿ 
1 ⊥ 4 � �醜健康保醜納期！ �� �税　務　課 �国民健康保険輔験者世帯I 

日 �第韻懲抗中三T ��島門小学校 �教育委員会 �町内在住中学生以上　【 

車 ��定例区長会l13・3回親鍾 ���庶　務　課 �各区畏　　　i 
7 �水 �三踵混合　予防注射 �13普。。中央公瑚 ��住民課巨込者　　　　犀ジー 

9 10 �金 �妊婦相謹直0坤 ��役場保健室 �＿＿＿＿＿＿＿∴匡＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿庫ジ■ 
13．10－ 14．00 �町中央公民館 �〃13才児　　　l謹ジ 

土 �心配こと相中0坤町公弼別館 ���！福祉∴課 】 �） 

11 �臼 �∴‾∴：十∴∴∴ ���教育委員会巨細鞋以上　l 
12 （ 竣 12 �月 � �く i � �住民課懐疑絹論い入　　国竺ジ 

‾‾詩話；貝会中一 ��教育褒窒 �教育委員会 �i 

13 �火 �児相談可9・3品 ��役場保健室 � �7へ1aヶ月の乳児　　暦学ジ 

住宅金融公庫、春の受付け

▽　受付期間　　一般住宅建設資金　4月30日一5月20日

予定　10万戸分（受付日順で無抽選）

その他詳細については、住宅金融公辟業務取扱金融機関また

は住宅金融公庫福岡支所へお問い合わせ下さい。

璃∴話　092（712）5555

法務局職員

特別人権相談所開設

記事の見落しがないよう、すみすみまで良く読みましょう。

〓

訓
）

4
月
1
2
円
（
土
）
1
3
時
3
0
分
よ
り
中
間
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
「
石
炭
六
法
延
長
、
中
間
遠
賀
地
区
住
民
総
決
起

大
会
」
が
地
域
住
民
な
ら
び
に
民
間
団
体
（
約
4
0
郎
体
）
約
2

5
0
0
人
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
炭
関
空
ハ
法
は
、
産
炭
地
域
振
興
臨
嗜
播
植
法
や
、
炭
鉱

離
職
者
臨
時
諸
種
法
な
ど
で
、
炭
鉱
閉
山
に
よ
り
．
地
盤
沈

下
〟
し
た
産
炭
地
の
再
浮
揚
を
図
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ

も
来
年
Ⅱ
月

か
ら
5
7
年
7

月
に
か
け
て

次
々
に
期
限

切
れ
と
な
り

ます。旧
産
炭
地

で
は
、
鉱
害

等
〝
閉
山
後

遺
症
〟
が
今

な
お
残
っ
て

お
り
、
地
方

自
治
体
の
財
政
悪
化
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
石
炭
六
法
の
強
化
延
長
、
自
治
体
へ
の
財
政
援

助
、
産
炭
地
域
振
興
対
策
の
推
進
な
ど
の
大
会
決
議
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
、
今
後
政
府
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
て
い

く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

又
、
今
後
の
活
動
方
針
と
し
て
、
そ
の
母
体
と
な
る
個
民
会

議
の
組
織
づ
く
り
を
行
い
、
活
動
を
感
り
上
げ
て
行
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

館

）
別
　
　
　
貝

月
館
　
　
貝
談

（
民
時
委
相

日

公

胸

護

と

1
2
町
　
）
　
擁
ご

月

質

時

櫛

配

5

連

1

0

人

心

田

所

間

貝

殻

　

　

　

談

開
場
時
相

▽
∇
　
▽
▽


